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◆記事内容◆

 この情報誌は、共同募金の助成を受けて発行されています。
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町
民
の
皆
さ
ま
、
旧
年
中
は
本
会
に
対
し
ま
し
て
、
格

別
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
た
び
の
能
登
半
島
地
震
で
被
害
に
遭
わ

れ
た
皆
さ
ま
に
は
、
謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
救
援
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
て
い
る
方
々
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。
本
会
と
し
て
も
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
い
な
が
ら
、
県
社
会
福
祉
協
議
会
や
日
本
赤

十
字
社
鹿
児
島
県
支
部
と
連
携
し
、
今
後
の
支
援
活
動

に
準
備
を
整
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
社
会
や
近
年
の
国
際
情
勢
の
不
透

明
感
に
よ
る
物
価
の
高
騰
な
ど
、
私
た
ち
の
生
活
に
身

近
な
問
題
も
含
め
、
複
雑
・
多
様
な
福
祉
課
題
が
顕
在

化
し
、
さ
ら
に
続
く
感
染
症
蔓
延
の
影
響
な
ど
で
社
会
・

経
済
活
動
も
制
限
さ
れ
る
中
、
私
ど
も
社
会
福
祉
事
業

者
の
人
的
・
経
済
的
負
担
も
拡
大
し
続
け
る
厳
し
い
年

明
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、「
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
目
指

す
社
会
福
祉
協
議
会
と
し
て
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
関
連

機
関
・
団
体
、
民
間
事
業
者
様
の
参
画
を
得
な
が
ら
、
地

域
の
福
祉
を
進
め
る
た
め
に
、
各
事
業
の
見
直
し
や
新

た
な
事
業
へ
の
取
り
組
み
を
、
肝
付
町
は
じ
め
関
係
所
轄

庁
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
福
祉
の
中
核
機
関
と
し
て
、
町
民

の
皆
さ
ま
が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
し
、

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
地
域

の
特
性
を
活
か
し
た
取
り
組
み
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
引
き
続
き
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
結
び
に
、
皆
さ
ま
方

の
ご
健
勝
・
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
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肝
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福
祉
協
議
会

会
長　
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元　

一　

昭

　令和５年 12月 16日（土）、標記大会が肝付町文化センターで開催されました。今年度は、４年ぶりの通常
開催となり、式典や講演はもちろん、町内保育園の遊戯や肝付警察署の防犯講話・鹿屋農業高校による和太鼓
などのアトラクションも行われました。会場ロビーでは福祉バザーを行い、会場の外では肝付町赤十字奉仕団
による非常時の炊き出しが実演され、来場者には非常用炊き出し米約 300 食が配布されました。

　式典では、結婚 50 周年を迎えられた
夫婦 11 組、心ならずもお一人で金婚を
迎えられた２名の方へ金婚・ねぎらい表
彰と、３名の方へ「ふくし・ボランティ
ア標語」表彰が行われました。また、厚
生労働大臣表彰など県や九州社会福祉協
議会連合会で表彰を受けられた 10 組・
１団体への伝達表彰をおこないました。

　吉本興業所属タレントの仮屋竹洋氏より、『明るく向
き合う認知症講演会 ～ボケても大丈夫！誰もひとり
ぼっちにしない～』と題し、鹿児島弁を交えた講話で来
場者の心を惹きつけ、鹿児島に戻ってきて感じた出身地
域の高齢社会や空き家対策、身内の認知症にまつわる話をもとに、笑いを交えながら「認知症は怖い病気じゃ
なくて、どう向き合っていくか、どう支え合っていくかが大切」というお話をされました。終盤には、町長は

じめとした「にわか吉本新喜劇」
も披露され、会場は終始笑いの
渦で笑顔の絶えない時間を過ご
すことができました。
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　町内園児による「遊戯」　遊戯のみならず歌や手話などとても上手に披露され
ました♪

〝 〞 最優秀作品発表

肝付警察署「防犯講話」　 鹿児島県立鹿屋農業高校「和太鼓部」　
曲目：「黒鹿児島」

日本赤十字社鹿児島県支部

応募総数 247 作品
【小学生の部】
　「つなげよう一人の一歩　大きな一歩」　　　　　高山小学校六年　　　田畑　航希
【中学生の部】
　「やさしさで　未来につなごう　希望の芽」　　　楠隼中学校三年　　　澤田　頼忠
【高校・一般の部】
　「福祉の芽　育てていくのは　あなたの手」　　　楠隼高等学校二年　　塩島　遼太朗

鹿児島県里親会／鹿児島県社会福祉士会大隅支部

天上会、陵北荘、愛あいネット、
社協
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戸別募金 ●各振興会長並びに班長の方々のご尽力により、各世帯から寄せられた募金です。

法人・大口募金

●町内の各事業所から寄せられた募金です。
【 協力事業所】おおすみ半島スマートエネルギー㈱・㈲川野工務店・窪田伸一税理士事務所・
山佐産業㈱・山生産業㈱・横山典礼㈱・㈲下茂砕石・㈲有馬電建・㈲田中電気工業・（医）南泉
会 高山胃腸科外科・南州農場㈱・㈱肝属環境サービス・内之浦漁業協同組合・横山砕石㈲・高
山自動車㈲・福原菓子店・㈱花みやび・㈱前原建設・ミートショップせと・㈱大山汽船・㈲内
之浦葬祭・山下酒造㈱・ゆう調剤薬局・国土交通省九州地方整備局大隅河川国道事務所

学校募金

●各学校の児童会並びに生徒会活動等により寄せられた募金です。
【協力校】高山小学校・国見小学校・波野小学校・内之浦小学校
  高山中学校

職域募金
●企業・団体などの職域で、従業員に呼びかけて寄せられた募金です。
【協力団体】肝付町役場・肝付町社会福祉協議会

街頭募金

●通行人を対象にした募金です。
今年度は、10月22日にマックスバリュ笠之原店で実施しました。
【協力団体】
  ・きしたん母ちゃん弁当グループ
  ・新富地区公民館
  ・富山サロン
  ・宮富祭り実行委員会
  ・老人クラブ連合会　・パラスポおおすみ
【ボランティア参加者】
  ・県立楠隼高等学校生徒・町立高山中学校生徒・肝付町共同募金委員会運営委員

その他の募金
●窓口募金（個人募金含む）、ボランティア団体募金・募金箱に寄せられた募金、寄付型自動販売
機収益などです。

《つかいみち》寄せられた募金は、町民の皆さまの温かい浄財です。地域福祉を推進する事業や様々な福祉課題に取
り組むボランティア活動などに役立てられます。
　肝付町での使いみちをＷＥＢにて公開しています。「共同募金」→「はネット」→「肝付町」で検索してご覧ください。

赤い羽根共同募金の報告とお礼赤い羽根共同募金の報告とお礼
　令和５年度「赤い羽根共同募金運動」は「自分のまちを良くするしくみ」をスローガンに、
10月１日から12月31日までの３か月間、全国一斉に実施されました。今年も多くの皆さまより、
温かい善意が寄せられました。心より御礼申し上げます。

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました！赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございました！

◎一般募金・・・２，９１４，０７３円

◎歳末たすけあい募金内訳・・・６９６，７００円

戸別募金 ●各振興会長並びに班長の方々のご尽力により、各世帯から寄せられた募金です。
《つかいみち》令和 5年度は在宅の障がい者手帳（１級）または療育手帳（A判定）所持者の方々へ歳末見舞金とし
て贈呈いたしました。残りの募金は、令和６年度の地域福祉事業に活用されます。
　なお、今年度の地域福祉の贈呈事業は、全ての振興会へ物品希望調査を行った結果、ご希望のありました振興会
へ机または椅子の贈呈をいたしました。各振興会でぜひご活用ください。

㈱肝属環境サービスに感謝状が手渡されました
　令和５年度鹿児島県地域福祉推進大会が令和５年 11月 10 日に川商ホール（鹿児
島市民文化ホール）で開催され、株式会社肝属環境サービス様へ鹿児島県共同募金
会より感謝状が贈られました。（写真：元代表取締役　中村えい子様）

内之浦小学校 6年　横
よこやま

山高
こうだい

大さんより、「心を込めて集めました。
町のためにつかってください。」と募金が手渡されました。
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◆養護老人ホーム国見園
　〒893-1207　鹿児島県肝属郡肝付町新富 4585 番地 2　　ＴＥＬ：0994-65-2302　ＦＡⅩ：0994-65-1560

スタッフ募集については、直接お問い合わせください。【担当：中村（浩）】

運動会
白組優勝 !!

応援合戦も白熱しました

　養護老人ホーム国見園では、引き続き感染症対策に取り組みながら、秋から年末年始にかけて、入居者様と
一緒に楽しく過ごした行事をご紹介します。

敬老会
米寿・白寿方と、皆様の
長寿をお祝いしました
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　全国障害者スポーツ大
会「かごしま大会」で、障
がい児・者スポーツレクリ
エーション団体「パラスポ
おおすみ」メンバーの堂園
靖さん（鹿屋市）がフライ
ングディスク競技に鹿児
島県代表で出場されました。「アキュラシー男子（投球数で正確さを競う）」の部で銅メダル、「ディスタ
ンス男子（飛距離を競う）」の部で自己新を記録し、金メダルを獲得され、愛媛大会に続き見事に連覇を

【サウンドテーブルテニス】

視覚障害者の卓球で、ピンポン玉に小さな金
属球が入っており、その音を頼りに競います。
静粛の中で熱いプレーが展開されますが、ア
イマスクを使用し、障がいの有無にかかわら
ず誰でも一緒に楽しめる競技でもあります。

　ボランティアグループ「高山
コーラス」は結成 50 周年を迎
えました。現在、会員数は 21
名で構成されています。新型コ
ロナウイルス感染症の５類移行
後４年ぶりに活動を再開され、
令和５年９月 18 日に特別養護
老人ホーム花神荘の敬老会に招
かれました。当日は全 10曲を歌唱され、ご利用者様も久しぶりの演芸披露に手を叩いたり、リズムをと
りながら口ずさむ方もいて終始笑顔の様子でした。コーラスのメンバーは、「久しぶりの合唱で、とても
気持ちよく歌わせていただきました。利用者様の表情で私たちも元気をいただきました」と話されました。

　令和５年 11月 19日に「パラスポおおすみ」のメンバーと支援
者が、肝付町スポーツ推進委員会並びに肝付町教育委員会主催の
「町民ボッチャ体験会」に参加しました。この企画は、幅広い年
代の方々が誰でも気軽に参加できる新たなスポーツの取り組みと
して企画されました。当日は、肝付町総合体育館

を会場に、参加者は障がいの有無や老若男女問わず約 50名が集まりました。各チー
ム４ブロックに分かれて対戦し、チーム「パラスポおおすみ」も、競技のアドバイス
を兼ねながら参加者のみなさんと楽しい時間を過ごしました。

ボランティア団体の活躍を紹介ボランティア団体の活躍を紹介
高山コーラス高山コーラス

パラスポおおすみパラスポおおすみ

果たしました。後日「パラスポおおすみ」倉岡会長より、記
念品が手渡されました。（写真左）
　また、外園健次さん（福留町振興会）もサウンドテーブル
テニス（視覚障害者卓球）で金メダルを獲得されたほか、全
国大会に先立ち昨年５月に開催された、ボッチャ競技の鹿
児島県予選大会で、谷口徳博さん（新町振興会）が第２位と
健闘するなど、やぶさめの里総合公園や町
福祉会館を活用した大隅地域の障がい者ス
ポーツの取組みに成果があらわれてきてい
ます。　
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福祉教育福祉教育を学びましたを学びました

高山中学校
１年生（85名）

高山小学校
３年生（80名）

● 11月６日
　　福祉講話

● 11月 14日
　　福祉体験

● 11月 16日
福祉講話
・

福祉体験
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　お互いを「知」り「友」と「共」に考え「伴」
にたすきをつないで歩く「きしらんとも」が令
和５年 11月 21 日に５年目の開催を迎えました。
主催は、肝付町で集められた共同募金の配分金を
活用した地域活動団体「岸良地域支え合い委員会」
が毎年行っているイベントです。「デイサービス
きしら」や「くらしの保健室」の利用者様、ノル
ディックウォーキングのみなさんなど約 50 名の
参加がありました。会場（きっちゃん広場）から
小森川東橋までを往復し、岸良展望所を目ざして
約２㎞の道のりを「たすき」をつないで沿道を歩
きました。肝付警察署による見守り、岸良学園の
子どもたちの声援もあり、岸良地区が笑顔で賑わ
いました。

選手宣誓：前薗トシ子さん・宮薗
文子さん

今年も、見事ゴールテープを
切りました！

支援する・される方々の絆旗を
掲げ団結。

最後に参加者全員集合。
はいチーズ。

é
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